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★大麻地区の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★座談会で出された意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目：地域コミュニティ「若い世代の地域への参加」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 
 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 情 報 

若い世代が目にする方法での地域活動の周知方法について検討しましょう(インターネッ

ト・SNS など)。 

若い世代の意見を聞く機会を設けましょう(座談会・ニーズ調査など)。 

中間期 交 流 若い世代同士が交流できる機会・イベントの創設に向けて検討しましょう（ママ友向けなど）。 

終了期 担い手 

子どもから高齢者まで全世代が参加できるイベントの創設に向けて検討しましょう(既存の

イベントの活用も)。 

次世代の人材育成を図りましょう(若い世代のリーダー・伝統行事の後継者)。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐D・E 交流の場づくり、機会づくり 

 

自治会や老人クラブ・婦人会・子ども会などの地域活動が活発な地域だが、若い世代の地域活動へ

の参加・協力に課題を抱えており、世代間・世代同士の交流の機会を持ちたいと考えています。 

地域活動やお祭りなどの伝統行事の存続について後継者の確保・育成に危機感を持っています。 

大麻比古神社、一番・二番札所、ドイツ館、第九アジ

ア初演の地などすばらしい名所を抱える。 

町内に大型の商店が少ないのが課題。他の地域に買い

物に行く。 

地区社協・民生委員・町内会・老人クラブ・婦人会・

子ども会など人の資源が豊富。 

町内の福祉施設・高齢者施設と地域との交流が盛ん 

…など 

歴史・文化 

大麻比古神社、四国八十八ヶ所(一番札所霊山寺・二番札所極楽寺)、お接待の心、 

ドイツ館(ドイツとの交流)、第九アジア初演の地、桧の獅子舞、大谷焼、賀川豊彦記念館 

人とのつながり 

みんなやる気・元気・根気がある、女性が強い、自治会活動に協力的 

自然環境 

コウノトリ、大谷川(桜並木・蛍)、旧吉野川、大麻山         …などなど 

大
麻
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画 

大麻地区の地域課題 

歴史・文化など豊かな観光資源 
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大項目：生活上の困りごと「一人ひとりの困りごとをみんなで解決できるためのネットワークを作ろう」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 つながり 
隣近所の交流を密にする(あいさつ運動から)。 

困りごと・悩みごと投書箱の設置に向けて検討する。 

中間期 情 報 
サロンやイベントの参加について分かりやすい周知に努める。 

社協・民生委員・老人クラブなど地域の組織間で情報交換できる場づくりについて検討する。 

終了期 
居場所 

づくり 

子どもから高齢者までが集い、過ごせる居場所づくりについて検討する(多目的広場的なも

の、使用しなくなった施設の利用)。 

移動式困りごと相談室の設置に向けて検討する。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅱ‐①‐H・I・J 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ‐①‐L 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅲ‐②‐N ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

個人主義・他者への無関心化が進み、昔ながらのおせっかいや世話役、キーパーソンが少なくなっ

てきており、地域のつながりの希薄化を感じています。 

つながりの希薄化により、「困ったときに助けを求めることができないのでは…」と危機感を抱い

ています。 

大項目：地域コミュニティ「高齢者や障がいのある方とのつながりを深めるために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 情報把握 
高齢者・障がい者の情報把握を図りましょう(名簿・マップ作成など)。 

あいさつから始め顔見知りになれるよう努めましょう。 

中間期 理 解 高齢・障がいへの理解を深めるため、勉強会や施設見学会を開催しましょう。 

終了期 
しくみ 

づくり 

ヘルプカード(自分がお手伝い出来る事を表示)のしくみづくりについて検討しましょう。 

誰もが気軽に集える場(カフェのような)づくりについて検討しましょう。 

アンケート調査(地域でどれだけ理解や周知が進んだか)の実施に向けて検討しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐D・F 交流の場づくり、機会づくり 

Ⅱ‐①‐J 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ‐①‐L 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅲ‐②‐N・O ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

地域内には高齢者施設・福祉施設があり、地域と祭りや芋掘り、運動会などを通した交流が盛んだ

が、施設だけでなく増加傾向にある地域のひとりぐらし高齢者や認知症の方、障がいのある方とも

交流し理解を深めたいと考えています。 

地域内には何かあったときに対する不安を抱えているひとりぐらし高齢者もいます。 


